
施設長より

ゆうゆう会会長の瀬上です。コロナもあと少しと信じて頑張りましょう。

「高齢者の運転事故防止」

車が店に突っ込んだり道路から飛び出す事故の

ニュースが絶えません。運転手が高齢者とわかるとま

たか…と思います。理由は共通していて「パニックに

なった」「アクセルとブレーキを踏み間違えた」です。

とっさに何かしようと思った結果でしょう

脳は、まずどういう事態なのか認識し、どう対処し

ていいか判断し、そして決断するのですが、若い頃は

この一連の流れを一瞬でできたのに高齢になると手間

取るのです。

事故を防ぐためには『予想運転』も一つのカギになる

のでしょう。「次の信号はもうすぐ赤になるだろう」

「あの自転車は急に曲がるだろう」「前の車は道を探し

ているのでは」と予想しては走るといざという時に慌て

ません。一番良いのは車にやってもらうことです。急発

進防止装置や自動ブレーキや自動運転です。手っ取り早

いのは車体に高齢者マークをベタベタ貼って周囲に用心

してもらうことです。

でも逆走したり道を間違うようになったら…乗っちゃ

ダメ！

我が国は、人口減少社会に入り、就労人口がどんどん減

少。以前受講した社会福祉法人の経営セミナーでは、厳しい

人手不足・求人難は一過性のものではなく、今後ますます深

刻化する。特効的な対策はなく、それぞれの法人の強みや特

長をアピールすることが重要との話もありました。

では、熊本市手をつなぐ育成会、そして、しょうぶの里の強み

や特長は何か？ 市の育成会の強みと特長は、やはり６６年の

長きにわたり障がいのある人と親・家族の安心と幸福を願っ

て活動を続けてきた信頼と実績でしょうか。

しょうぶの里は？ １点目は、平成１３年のスタート以来、アー

トを活動の中心に置いて来たことでしょう。この２０年間で、作

品がさまざまな賞を受賞、中には厚生労働大臣賞を受賞した

り作品が商品になったりということもあり、利用者さんの自信

や励みにつながっています。

もう一つ、それは、利用者さんに対する職員の“柔軟な対応・

関わり”かなと。これは、１点目の、開設以来、アートを活動の

中心に置いたことと密接に関連していると思います。一般の

作業を入れていれば、どうしても、収益をめざして、“しなけれ

ばならない”という発想が強く出ただろうと思います。しかし、

アートは、本人の自由な発想が基本であり、強制されてやる

ものではありません。しょうぶの里の職員に、利用者さんを無

理に何かをさせようとしたり従わせようという発想があまりな

いのも、アートに力を入れてきたことが大きな影響を与えている

のではないかと。そして、これは、決して小さなことではないと考

えています。この、活動にアートを採用したことが、たまたまなの

か、あるいは障がい福祉の将来の姿を見通したものだったの

か？ 何人かの人に話を聞く限り、やはり後者の視点があったと

のことでした。

さらに、開設が措置制度の最後の方で、ほどなく契約制度の

時代を迎えため、職員は、入所者を指導する「指導」員の時期

を僅かに経験したのち、利用者さんの福祉サービス受給を水平

の関係で支援する「支援」員に変わったこともよかったのかなと

思います。

昨今、障がい福祉サービスで求められている障がいのある人

の意志決定も、これまで述べたように、しょうぶの里では、基盤と

なる環境がある程度自然にできていたのではないかという気

がします。

と、手前味噌で強みや特長を挙げてみましたが、果たしてその

とおりかどうか。

いずれにせよ、ここで述べたことは、しょうぶの里にとって、とて

も大切な財産であり、これからも大事に継承していかなければ

ならないものだと考えているところです。



コロナ禍の現在、今年も「しょうぶの里ま

つり」を行うことができず昨年に続き、6月10

日（金）午後5時からしょうぶの里にて夏まつ

りをの開催しました。出店に見立てた食バ

ザーでは焼きそば、おにぎり等々。ｹﾞｰﾑｺｰﾅｰ

では景品のお菓子ヤアイスクリームをGet！

ステージでは日頃食事介助をしている職員

に対し、利用者さんが職員へ食事介助して早

食い競争するというイベントもあり、大いに

盛り上がりました。

（きずな歯科様より景品の寄贈、ありがとう

ございました。）
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熊本県民割も7月14日

まで延長されました。ど

うせ行くのならお得に行

きたいなぁと只今、検討

中です。

避暑を求めるなら阿蘇

方面か…海の幸を堪能す

るなら天草方面か…

いっそのこと県民割を

飛び越えて沖縄・八重山

諸島を再訪したい！！で

もまだその勇気はないで

すね(~_~;)※予定ですので変更になることがあります。ご了承ください。

7月1日（金）に令和4年度の第一回健康診断

が行われます。今回も熊本県厚生農業協同組

合連合会（JA熊本厚生連）様がしょうぶの里

に来ていただき、入所利用者さん、通所利用

者さん（希望者のみ）、グループホーム利用

者さん（希望者のみ）、グループホームの世

話人さんを含めた全職員が対象です。

毎年、入所利用者さんと夜勤勤務職員は2月

と7月の2回受けていましたが、ここ2年は新型

コロナウイルス感染症の感染拡大時期と重な

り、2月の健康診断が実施できずにいました。

健康診断を受けることにより病気の早期発

見・早期治療につながります。検査結果に基

づいてしっかりと利用者さんの健康管理に努

めていきたいと思います。

≪７月の行事予定≫

季節の変わり目で体調を崩しやすいこの

時期に、昔の人はうなぎや餅、シジミ、卵

などを食べていました。

特にうなぎはビタミンA、B群を多く含み、

疲労回復効果や食欲増進効果のある食材で

す。

食欲が落ちてくる夏の土用の丑の日ころ

には滋養のあるものを食べて〝食い養生〟

をしましょう。

6月16日より新しく女

性看護師がしょうぶの里

に入られました。

武田奈々恵(たけだなな

え)看護師です。

学生時代はﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

をしていたそうで、高校

野球が大好きというｽﾎﾟｰ

ﾂ好きな看護師です。

『はあもにい みんなのギャラリー』

熊本市男女共同参画センター はあもにいの1階ギャラリー（エレベー

ター前）において、７月１日（金）～７月１５日（金）の間、しょうぶ

の里利用者さんの作品展示があります。

☆ １日（金） 健康診断

☆ ４日（月） 職員会議、給食委員会

☆ ６日（水） 七夕・そうめんまつり

☆ ７日（木） 訪問歯科

☆１３日（水） 誕生会

☆１４日（木） 訪問歯科

☆１８日（月） 海の日

☆２１日（木） 訪問歯科

☆２４日（日） 県育成会荒尾大会

☆２５日（月） 訪問散髪

☆２７日（水） 涼もう会

☆２８日（木） 訪問歯科

イベントメニュー

7月 6日 七夕＆そうめんまつり

7月 12日 リクエストメニュー（昼食）

7月 13日 誕生会

7月 19日 リクエストメニュー（昼食）

7月 27日 涼もう会（おやつ）


